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※モビリティハブ…
　公共交通の交通結節機能に加え、シェア
　リングサービスなどの多様な移動サービ
　スを提供するとともに、交流機能や休憩
　機能などを付与することで、乗り継ぎ利
　便性の向上を図るもの。

 

　市中心部に近接する旧一条中学校跡地に、まちの賑わい創出や地域の活性化、
街なかの魅力向上等につながる利活用などをコンセプトとした「ミライト一条」
が開業しました。
　スーパーマーケットをはじめ、多世代交流室やキッズスペースなどを提供するほか、公共交通
等との乗り継ぎ利便性の向上に向けたモビリティハブ※事業を展開。（株）ヨークベニマルと連携
し、施設内の飲食エリアなどを活用したバス待ち時間を提供するとともに、施設内にシェアリン
グサービスの貸出場所を設置し、施設へのアクセスの向上を図るなど、日常生活で、公共交通を
より便利に利用できる環境を創出していきます。
　また、音楽を通じた交流の場の創出等への取組として「まちかどピアノ」を設置。誰でも自由
に弾くことができる常設型のピアノ
で、年齢や経験に関係なく、どなた
でもお使いいただけるなど、子ども
から高齢者まで幅広い世代の方にご
利用いただける施設となっています。

まちに賑わいを、公共交通をより便利に！

ミライト一条がオープン！
旧一条

中学校

跡地に

■まちかどピアノ

■利用イメージ■利用可能な公共交通など

○ 帰宅時のバスの待ち時間に買い物

○ ミライト一条で交流し，まちなかへ
　 お出かけ

会社等 ミライト一条でお買い物・休憩 バスに乗車

バスから降車 ミライト一条で交流
街なかでランチ

シェアリング
サービスで移動

シェアリング
サービスで移動

▲ デジタルサイネージを活用した
時刻表等の情報発信（イメージ）

▲ タクシー（イメージ）

▲ バス停留所（一条バス停）
運行本数：約200本/日（平日上下）

▲ シェアリングサービス（イメージ）
駐輪上限：10台



　
障
が
い
者
が
有
す
る
個
々
の
能
力
を
発

揮
し
な
が
ら
、
社
会
で
の
活
躍
を
一
層
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
、

今
後
、
障
が
い
者
の
就
労
支
援
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
！

障
が
い
の
あ
る
方
々
の
活
躍
の
場
に
つ
い
て

⬇

質
疑
応
答
の

　
全
文
を
視
聴

　
で
き
ま
す

質
問
時
間
60
分

❶
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
（
速
度
向
上
、
サ

イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
） 

❷
ウ
オ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち

の
形
成
❸
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
資
源
化
❹
教
育
行

政
（
教
科
担
任
制
と
チ
ー
ム
担
任
制
、
学
校
照

明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
）

　

Ｎ
Ｃ
Ｃ
の
推
進
に
向
け
た
内
環

状
線
の
交
通
容
量
の
拡
大
に
向
け

て
、
県
と
連
携
し
、
ど
の
よ
う
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
で
進
め
、
本
市

も
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
の

か
見
解
を
伺
う
！

内
環
状
線
の
交
通
容
量
拡
大
に

つ
い
て

建
設
部
長

　
　
　
　
　
優
先
整
備
路
線
に
位
置
付
け
た
内

環
状
線
を
構
成
す
る「
競
輪
場
通
り
」に
つ
い
て
、

県
で
は
、
昨
年
度
か
ら「
宇
商
通
り
」か
ら「
奥
州

街
道
」
ま
で
の
区
間
の
測
量
や
設
計
に
着
手
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
市
で
も
、
今
年
度
か
ら
残
り

の
区
間
の
現
地
測
量
や
基
本
設
計
を
進
め
る
。
ま

た
、
今
年
度
中
に
住
民
説
明
会
を
開
催
し
、
事
業

に
対
す
る
地
域
の
皆
様
の
理
解
促
進
を
図
り
、
県

と
連
携
し
な
が
ら
円
滑
な
事
業
推
進
に
努
め
る
。

佐
藤
市
長

　
　
　
　
　

一
般
就
労
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
、
障
が
い
者
雇
用
へ
の
意
欲
向
上
を

目
的
と
し
た「
企
業
向
け
セ
ミ
ナ
ー
」で
先

進
的
な
企
業
事
例
な
ど
の
情
報
を
積
極
的

に
発
信
し
て
い
く
。
福
祉
就
労
に
つ
い
て

は
、
障
害
者
施
設
製
品
等
の
安
定
的
な
受

注
や
販
売
を
促
進
し
て
お
り
、
今
年
度
は

さ
ら
な
る
工
賃
の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う

新
た
な
販
路
開
拓
の
支
援
に
取
り
組
む
。

岡
本 

源
二
郎 

議
員

そ
の
他
の
質
問
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　私は、令和 4年 4月に就任して以来、3年 3か月の間、愚直さを忘れずに、本市の発展のため、佐藤市長のもと、
副市長として職務に励んでまいりました。そのような中、宇都宮駅東口における「まちびらき」や、市内で生産された
再生可能エネルギー１００パーセントで運行するライトラインの開業、 「アークタウン宇都宮」をはじめとしたライト
ライン沿線の新たな拠点整備など、スーパースマートシティの土台となるＮＣＣの形成に向けて着実に前進できまし
たことは、議員の皆様と執行部が手を携えて取り組むとともに、市民の皆様の温かいご支援・ご協力があったからこ
そ成し遂げられたと確信しております。心より感謝を申し上げます。
　本市のまちづくりは、 ＬＲＴ導入の先進性や持続可能な都市構造への転換など、全国の自治体モデルとして、その
注目度は極めて高く、多方面からの高い評価と、今後の更なる施策展開に対する多くの期待が寄せられております。
　現在、ライトラインの駅西側延伸を契機の一つとして、都心部では、官民連携による人中心のウオーカブルな空間
形成に向けた取組などが進められており、この好機を生かして、宇都宮の活力、そして存在感を一層高め、５０年先、
100年先も持続可能に発展する都市スーパースマートシティの具現化・深化を進めていくことが必要と思っております。
　今月末をもって宇都宮市役所を離れますが、引き続き、宇都宮市の発展のために、陰ながら、尽力してまいりたい
と思っており、今後の宇都宮市の発展を心より祈念しております。

東  智徳 副市長  退任挨拶～小林紀夫議員の質問項目「本市の現状と今後について」答弁より～

東  智徳  前副市長

田中成興  新副市長

　

こ
れ
か
ら
の
地
域
行
政
機
関
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
に
寄
り
添
っ
た
、

き
め
細
か
な
ま
ち
づ
く
り
支
援
を
行
う
た

め
の
機
能
と
体
制
強
化
が
求
め
ら
れ
る
と

考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
！

ま
ち
づ
く
り
支
援
の
強
化
と
地
域
課

題
を
理
解
し
た
人
材
育
成
に
つ
い
て

⬇

質
疑
応
答
の

　
全
文
を
視
聴

　
で
き
ま
す

質
問
時
間
60
分

❶
各
種
ポ
イ
ン
ト
制
度
❷
窓
口
開
設
時
間
等
の

変
更
に
向
け
た
今
後
の
対
応
❸
保
育
行
政
❹
新

産
業
団
地
整
備
事
業
❺
道
路
整
備

　
　
　
　

 

単
位
自
治
会
を
は
じ
め
と
す

る
地
域
団
体
と
の
関
係
を
強
化
す
る
た
め
、

今
年
度
、
ま
ち
づ
く
り
支
援
担
当
職
員
を

増
員
し
、
体
制
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

な
お
一
層
、
地
域
に
寄
り
添
っ
た
き
め
細

か
な
支
援
を
行
う
よ
う
、
地
域
行
政
機
関

に
改
め
て
指
示
し
、
単
位
自
治
会
へ
の
支

援
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

佐
藤
市
長

　

「
職
員
に
対
し
て
の
自
治
会
加

入
奨
励
」
な
ど
、
現
場
を
知
る
市

職
員
の
育
成
を
は
じ
め
と
し
た

「
外
の
改
革
」
に
つ
い
て
、
本
年

度
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
伺
う
！

市
民
ま
ち
づ
く
り
部
長

　
　
　
　

 　

 

若
手
職
員
に
地
域
と

関
り
が
持
て
る
職
場
を
経
験
さ
せ
る

人
事
配
置
な
ど
を
実
施
し
て
き
た
。

今
年
度
か
ら
は「
選
択
的  

週
休
３
日

制
」
等
に
よ
り
、
地
域
活
動
を
は
じ

め
と
し
た
業
務
外
の
活
動
に
参
加
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
行
い
、
様
々

な
面
か
ら
人
材
育
成
を
図
っ
て
い
る
。

　

引
き
続
き
、
意
識
醸
成
や

環
境
整
備
な
ど
を
進
め
、
地

域
を
支
え
る
人
材
の
育
成

に
取
り
組
む
。

今
野 

哲
也 

議
員

そ
の
他
の
質
問

　

東
西
に
お
け
る
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
結
節
や
中
心
部
と
の
連
携
強
化
、
利

便
性
の
向
上
に
よ
る
利
用
促
進
の
観
点
か

ら
、
早
期
整
備
に
取
り
組
む
と
す
る
考
え

に
変
わ
り
は
な
い
か
？

ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
と
一
体
と
な
っ
た

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

●
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
横
断
部
の
整
備
手
法
に
つ
い
て

 

「
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
宇
都
宮
」の
更

な
る
推
進
に
向
け
て
、
今
後
ど
の
よ

う
に
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
整
備
・
維
持

管
理
し
て
い
く
の
か
伺
う
！

公
共
施
設
の
計
画
的
な
整
備
・

維
持
管
理
に
つ
い
て

●
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備・維
持
管
理
に
つ
い
て

⬇

質
疑
応
答
の

　
全
文
を
視
聴

　
で
き
ま
す

質
問
時
間
50
分

（
代
表
加
算
10
分
含
む
）

❶
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
と
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
（
通

勤
・
通
学
時
間
帯
の
増
便
、 

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
側
整
備

に
係
る
整
備
効
果
と
費
用
便
益
比（
Ｂ
／
Ｃ
）に
対
す
る

考
え
方
、
道
路
交
通
及
び
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
口
周
辺
地

区
整
備
） 
❷
持
続
可
能
な
財
政
運
営
❸
宇
都
宮
市
森
林

公
園
の
再
整
備
❹
公
共
施
設
の
計
画
的
な
整
備
・
維
持

管
理
（
市
立
小
中
学
校
の
整
備
・
維
持
管
理
、
公
衆
ト

イ
レ
の
整
備
・
維
持
管
理
）

　
　
　
　

 

本
市
が
骨
格
の
強
い
公
共
交

通
の
軸
を
形
成
し
、
都
市
構
造
の
更
な
る

強
化
を
図
る
た
め
に
は
、  

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅

の
東
西
を
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
で
つ
な
ぐ
こ
と

が
重
要
。 

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
横
断
部
を
含
む

「
宇
都
宮
駅
東
口
停
留
場
」か
ら「
教
育
会

館
前
停
留
場
」
ま
で
を
整
備
区
間
と
し
、

事
業
化
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
く
。

佐
藤
市
長

魅
力
創
造
部
長

　
　
　
　

 

「
ブ
レ
ッ
ク
ス
ア
リ
ー
ナ
宇
都
宮
」に
つ

い
て
は
、
ア
リ
ー
ナ
基
準
の
改
修
な
ど
機
能
向
上
を
図
っ

て
お
り
、
新
ア
リ
ー
ナ
整
備
の
早
期
実
現
に
向
け
て
も
最

大
限
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
現
在
策
定
に
取
り
組

ん
で
い
る
「（
仮
称
）第
３
次
宇
都
宮
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整

備
計
画
」
に
あ
た
っ
て
は
、
将
来
人
口
や
施
設
の
利
用
状

況
を
捉
え
な
が
ら
、
通
年
で
利
用
で
き
る
屋
内
プ
ー
ル
の

市
内
５
か
所
の
整
備
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

馬
上 

　
剛 

議
員

そ
の
他
の
質
問

（抜粋）

　

各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
、

何
か
一
つ
、
地
域
を
挙
げ
た
取
組

を
行
う「
一
地
区
一
品
運
動
」を
進

め
て
は
ど
う
か
？

地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て ⬇

質
疑
応
答
の

　
全
文
を
視
聴

　
で
き
ま
す

質
問
時
間
60
分

❶
生
活
の
質
の
向
上
と
市
民
憲
章
❷
土
地
利
用

行
政
の
在
り
方
❸
農
林
業
政
策（
土
地
改
良
事
業
、

Ｒ
Ｔ
Ｋ
基
地
局
、林
地
、蜜
蜂
） 

❹
副
業
・
兼
業
の

促
進
❺
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
❻
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ

カ
ミ
キ
リ
❼
本
市
の
現
状
と
今
後

　
　
　
　

 

地
域
の「
特
産
品
」に
つ
い

て
は
、
特
色
あ
る
地
域
資
源
と
し
て

大
き
な
可
能
性
を
有
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
地
域
ま
ち
づ
く
り
組
織
に
対

し
、
特
産
品
の
発
掘
に
つ
い
て
提
案

す
る
な
ど
、
地
域
が
そ
の
魅
力
を
再

発
見
し
、
自
ら
の
ま
ち
づ
く
り
活
動

に
活
用
で
き
る
よ
う
、
積
極
的
に
支

援
し
て
い
く
。

佐
藤
市
長

　

世
界
で
も
人
気
が
あ
る
盆
栽
文

化
の
振
興
を
図
り
、
日
本
文
化
の

継
承
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
！

盆
栽
文
化
に
つ
い
て

魅
力
創
造
部
長

　
　
　
　

 

本
市
で
は
「
一
般
社
団

法
人
日
本
盆
栽
協
会
宇
都
宮
支
部
」

が
ろ
ま
ん
ち
っ
く
村
で
開
催
す
る

「
盆
栽
展
示
会
・
講
習
会
」を
後
援
し
、

そ
の
周
知
や
開
催
経
費
の
補
助
な
ど

に
よ
り
、
盆
栽
文
化
の
普
及
啓
発
や

緑
化
意
識
の
高
揚
に
繋
げ
て
い
る
。

引
き
続
き
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、

日
本
特
有
の
文
化
で
あ

る
盆
栽
文
化
の
振
興
と

継
承
に
取
り
組
む
。

小
林 

紀
夫 

議
員

そ
の
他
の
質
問

令和7年6月（第2回）定例会  本会議  代表質問（抜粋）

トピックス
宇都宮市議会

市議会ホームページからも
視聴可能です

 とちぎテレビで絶賛放送中！

みんな
 みてネ♪



◎ＱＲコードをスマートフォン等で読み取れば動画がご視聴出来ます。動画の再生やご視聴には大量のデータ（パケット）通信を行うため、ご視聴される方に通信料のご負担が発生します事予めご了承ください。スマートフォン・タブレットでのご視聴の場合は、Wi-Fi環境でのご利用を推奨いたします。
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農
業
機
械
の
購
入
に
対
す
る
補
助

制
度
に
つ
い
て
、
団
体
に
限
ら
ず
、

本
市
独
自
の
生
産
向
上
に
意
欲
的
に

取
り
組
む
個
人
農
業
者
に
つ
い
て
も

補
助
事
業
の
対
象
に
加
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
！

農
業
機
械
導
入
の
支
援
に
つ
い
て

⬇

質
疑
応
答
の

　
全
文
を
視
聴

　
で
き
ま
す

質
問
時
間
60
分

❶
夜
間
休
日
救
急
診
療
所
❷
子
ど
も
行
政
❸
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
の
調
査
と
今
後
の
対
応
❹（
仮
称
）大
谷

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
事
業

　
　
　
　

 

経
営
規
模
の
大
き
い
30
ｈ
ａ
以
上

の
水
田
を
耕
作
す
る
個
人
農
業
者
は
、
直
近
３
年

間
で
1.4
倍
以
上
に
増
加
。
将
来
に
わ
た
っ
て
地
域

の
農
地
を
守
り
、
持
続
可
能
な
農
業
経
営
を
実
現

で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
集
団
化 

・
組
織
化
に

つ
な
が
る
支
援
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
一
定
規

模
以
上
の
農
地
を
耕
作
す
る
個
人
農
業
者
に
対
す

る
支
援
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。

佐
藤
市
長

　

北
西
部
地
域
の
魅
力
あ
る
観
光

資
源
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、
現

地
決
済
型
ふ
る
さ
と
納
税
を
「
ろ

ま
ん
ち
っ
く
村
」
な
ど
の
観
光
施

設
へ
導
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
見

解
を
伺
う
！

北
西
部
地
域
の
観
光
振
興
に
つ
い
て

佐
藤
市
長

　
　
　
　

 

「
現
地
決
済
型
ふ
る
さ
と
納

税
」
に
つ
い
て
、
本
市
で
は
、
本
年
４

月
に
ゴ
ル
フ
場
一
カ
所
で
導
入
し
た
。

現
在
、
地
場
産
の
食
材
や
地
ビ
ー
ル
等

を
提
供
す
る「
ろ
ま
ん
ち
っ
く
村
」の
飲

食
店
や
宿
泊
施
設
へ
の
導
入
に
つ
い
て

事
業
者
と
調
整
を
行
っ
て
お
り
、
北
西

部
地
域
の
多
様
な
魅
力
を
提
供
す
る
観

光
施
設
な
ど
へ
の
導
入
も
進
め
て
い
く
。

内
藤 

良
弘 

議
員

そ
の
他
の
質
問

　

本
年
3
月
改
訂
の
宇
都
宮
市
地
域
防
災
計

画
で
は
「
他
地
域
で
大
規
模
な
災
害
が
発
生

し
た
場
合
、
被
災
地
に
対
す
る
支
援
体
制
を

整
備
す
る
」
と
あ
る
が
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
に
お
け
る
避
難
者
の
受
入
れ
態
勢
と
応

援
体
制
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
！

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
対
策
に
つ
い
て

⬇

質
疑
応
答
の

　
全
文
を
視
聴

　
で
き
ま
す

質
問
時
間
40
分

❶
社
会
的
包
摂
❷
社
会
科
教
科
用
図
書
の
選
定

　
　
　
　

 

県
外
の
方
が
避
難
し
て
き
た

場
合
は
、
栃
木
県
と
調
整
し
、
県
外
広
域
避

難
所
の
開
設
・
運
営
を
行
う
ほ
か
、
避
難
者

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
支
援
や
孤
立
防
止
対

策
な
ど
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

応
援
体
制
の
構
築
に
向
け
、
本
年
５
月
に
設

置
さ
れ
た
県
と
県
内
全
市
町
で
構
成
す
る
連

絡
会
議
に
参
画
し
、
迅
速
な
応
援
に
向
け
た

体
制
づ
く
り
な
ど
を
進
め
て
い
る
。

行
政
経
営
部
長

　

実
話
と
さ
れ
る
Ｊ
A
Ｌ
１
２
３
便

に
関
す
る
３
書
籍
が
、
全
国
学
校
図

書
館
協
議
会
の
選
定
図
書
と
な
っ
て

い
る
。
学
校
図
書
は
児
童
生
徒
の
健

全
な
教
養
の
育
成
に
資
す
る
必
要
が

あ
り
、
こ
れ
ら
は
健
全
な
教
養
の
育

成
に
な
る
の
か
伺
う
！

選
定
図
書
に
つ
い
て

教
育
長

　
　
　
　

 

本
市
で
は
、
各
学
校
に
お

い
て
「
図
書
選
定
委
員
会
」
を
開
催

し
、
丁
寧
に
学
校
図
書
を
選
定
し
て

い
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
児
童
生

徒
の
健
全
な
教
養
の
育
成
を
図
る
た

め
、
幅
広
い
資
料
構
成
と
十
分
な
資

料
規
模
を
備
え
る
よ
う
定
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
３
書
籍
を
選
定
す

る
こ
と
は
差
し
支
え
な
い
も
の
と
受

け
止
め
て
い
る
が
、
本
市
立
小
中
学

校
で
は
配
架
し
て
い
な
い
。

長
谷
川 

武
士 

議
員

そ
の
他
の
質
問

　

市
長
を
ト
ッ
プ
と
し
た
「
女
性
活
躍
推

進
本
部
」
の
新
設
や
外
部
の
専
門
家
を
女

性
活
躍
推
進
官
と
し
て
2
名
任
用
す
る
な

ど
、
新
た
な
体
制
を
生
か
し
て
ど
の
よ
う

に
強
力
に
推
進
し
て
い
く
の
か
？

「
オ
ー
ル
宇
都
宮
」で
取
り
組
む

女
性
活
躍
の
推
進
に
つ
い
て

⬇

質
疑
応
答
の

　
全
文
を
視
聴

　
で
き
ま
す

質
問
時
間
60
分

❶
市
長
の
政
治
姿
勢
（
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
に

向
け
た
民
間
企
業
へ
の
助
成
） 

❷
地
域
を
対
象
に
し

た
出
前
講
座
❸
雇
用
環
境
の
充
実
（
工
事
施
工
に
係

る
主
任
技
術
者
等
の
変
更
手
続
き
の
緩
和
、
就
職
イ

ベ
ン
ト
出
展
企
業
へ
の
助
成
） 

❹
本
市
の
広
報
戦
略

（
優
れ
た
撮
影
環
境
を
い
か
し
た
Ｐ
Ｒ
と
行
政
支
援

な
ど
） 

❺
芸
術
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
❻
教
育
行
政

（
教
育
委
員
会
と
不
登
校
支
援
に
携
わ
る
企
業
・
団

体
と
の
連
携
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
制
作
と
安
全
管
理
）

　
　
　
　

 

分
野
横
断
的
な
課
題
等
を
解

決
す
る
た
め
、
関
係
課
長
で
構
成
す
る
複

数
の
推
進
チ
ー
ム
を
設
置
。
様
々
な
分
野

で
活
躍
す
る
女
性
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、

多
様
な
進
路
選
択
を
可
能
と
す
る
教
育
機

会
の
確
保
や
男
性
の
育
児
休
暇
取
得
、
女

性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
な
ど
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
実
施
し
て
い
く
。

佐
藤
市
長

　

日
本
屈
指
を
誇
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業

の
研
究
開
発（
Ｒ
＆
Ｄ
）拠
点
都
市
と
し

て
の
機
能
を
、
本
市
の
経
済
成
長
や
地

域
振
興
、
未
来
人
材
の
育
成
な
ど
に

も
っ
と
活
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
？

研
究
開
発（
Ｒ
＆
Ｄ
）拠
点
都
市
機
能
の
活
用
に
つ
い
て

佐
藤
市
長

　
　
　
　

 

本
市
に
在
籍
す
る
約
２
万
８
千
人
の

研
究
開
発
人
材
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し
、
地
場

産
業
の
成
長
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
は
大
変
重
要
。

企
業
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
人
材
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
多
様
な
研
究
開
発
人
材
を

活
用
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
、
理
工
系
分
野
を
目
指
す
女

性
な
ど
を
対
象
に
開
催
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す

る
未
来
を
担
う
産
業
人
材
の
育
成
に
も
取
り
組
む
。

若
林 

芽
育 

議
員

そ
の
他
の
質
問

以上、地方自治法第９９条の規定に基づき意見書を提出する。
　令和 7年 6月 30 日

記

宇都宮市議会

令和7年6月（第2回）定例会  本会議  一般質問

本市独自の児童相談所
栃木医療センター敷地に整備へ

　本市が独自に整備を進めている児童相談所の建設予定地につい
て、緊急時の市内全域へのアクセス性の良さや公共交通の利便性、
保護した子どものプライバシー保護の観点などか
ら、（独）国立病院機構栃木医療センター（宇都宮
市中戸祭一丁目）の敷地に整備する計画であるこ
とが分かりました。
　国立病院機構栃木医療センターはバスの利便性
が高く、近くに乳児院や宇都宮中央警察署もあり
ます。効果的な敷地利用の観点から、「駐車場」「相
談」「一時保護」の３つのエリアに区分。
　今年度中の基本計画策定
を目指す方針で、周辺地域
への理解促進を図りながら、
子どもや子育て家庭の状況
に応じて、子育てに対する
相談から児童虐待対応まで
をきめ細かに対応できるよ
う、児童相談所と地域社会
が連携した支援体制を目指
します。

　　　　　　　学校施設は、児童生徒の学習・生活の場であるとともに、
　　　　　　地域のコミュニティ拠点や災害時の避難所となる重要な施
設であるが、多くは児童生徒が急増した昭和４０年代後半から５０年代
にかけて建設されたため、内外装の設備の劣化が進行し、安全面での不
安を抱えた施設や機能面で不十分な施設も存在することから、計画的・
効率的な老朽化対策が喫緊の課題となっている。
　本市では、中長期的に必要となる学校施設の整備について、「宇都宮市
学校施設長寿命化計画」を策定し、優先化・重点化を図りながら、計画
的に進めているところである。
　このような中、国においては、令和７年度事業について、耐震化事業
や空調設置などを優先的に採用する方針が示され、長寿命化改良事業に
ついては、一部、採択が見送られたことから、計画的な学校施設の環境
整備に著しい支障が生じるとともに、長寿命化改良事業の実施を見据え

た学校運営や地域行事の開催計画が変更になるなど影響が及んでいる。
　学校施設の老朽化がピークを迎える中、各自治体が教育環境の改善と
老朽化対策を着実に進めていく上で、学校施設環境改善交付金事業の重
要性は、今後さらに高まっていくと考えられることから、国においては、
下記の事項について、特段の措置を講ずるよう強く要望する。

児童生徒の安全・安心な教育環境を実現するため、全国の自治体が
計画通り、事業を進めることができるよう、各自治体が計画する事
業の実施に必要な財源を確保すること。

「公立学校施設整備に係る予算確保を求める意見書」を国に提出！！自由民主党
議員会が主導　！！
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※役職は新年度の役職です。○内の数字は期数です。
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熊本 和夫　
くまもと　かずお
（松原） ６期

議長

塚田 典功　
つかだ　のりかつ
（松原） 5期

副会長（幹事会担当）

岡本 芳明　
おかもと　よしあき
（上籠谷町）

４期

総務会長

今井 政範　
いまい　まさのり
（陽東） ４期

副会長（政調会担当）

馬上 　剛　
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（馬場通り） ３期

副政調会長
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やまざき　まさこ
（下荒針町） ３期

幹事長
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しのざき　けいいち
（雀宮町） ３期

副議長
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くろこ　ひであき
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政調会長

柴田 賢司　
しばた　けんじ
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ないとう　よしひろ
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会計補佐

長谷川 武士
はせがわ　たけし
（西川田）２期

会計 兼 政調会

矢古宇 芳一
やこう　よしかず
（岩原町） ２期

政調会

岡本 源二郎
おかもと　げんじろう
（下岡本町）２期

政調会

今野 哲也　
こんの　てつや
（石井町） １期

幹事会 兼 政調会

若林 芽育　
わかばやし　めぐみ
（馬場通り）１期

政調会

手塚 　泉　
てづか　いずみ
（峰）２期

幹事会

菅原 一浩　
すがわら　かずひろ
（中岡本町）

5期

顧問

小林 紀夫　
こばやし　のりお
（海道町）5期

副会長（総務会担当）

舟本 　肇　
ふなもと　はじめ
（御幸ケ原町）

TEL 028-632-2618  
FAX 028-632-7140
URL http://www.miya-jimin.jp/
宇都宮市議会 自民党 検 索

皆様方より頂戴した声に耳を傾け、市民に開かれた市議
会を目指し引き続き頑張って参ります！！

ご意見・ご感想は
身近な当会議員に！

URL http://www.miya-jimin.jp/
magazine.html

広報誌電子版

■廃棄物減量等推進審議会／内藤 良弘、手塚 泉
■農業振興対策審議会／岡本 芳明
■地産地消推進会議／山﨑 昌子
■農業再生協議会／矢古宇 芳一
■中央卸売市場運営協議会／小林 紀夫、岡本 源二郎
■都市計画審議会／篠﨑 圭一、今野 哲也
■水道料金等審議会／柴田 賢司
■都市交通戦略推進懇話会／熊本 和夫
■ブランド推進協議会／内藤 良弘

■監査委員／馬上 剛、長谷川 武士
■後期高齢者医療広域連合議会議員／内藤 良弘
■表彰審査委員会／山﨑 昌子
■交通安全審議会／菅原 一浩
■社会福祉審議会／岡本 源二郎
■民生委員推薦会／若林 芽育
■国民健康保険運営協議会／今井 正範、若林 芽育
■保健衛生審議会／手塚 泉
■食育推進会議／舟本 肇
■環境審議会／菅原 一浩

令和7年度  各　種　委　員　会

　宇都宮市議会では、６月定例会において、議員案第５号「保坂栄次議員に対する議員
辞職勧告決議案」を提出し、全会一致で可決しました。
　保坂議員は自身のＳＮＳで、ライトラインについて「駅東側は大赤字」「不動産オー
ナーや業者、推進派の政治家が利益を得る」「鹿沼延伸は費用対効果なし」など誤解を招
く表現や特定の者への誹謗中傷と取れる内容などを掲載しました。その行為を審査する
倫理委員会等において、当該行為に対する謝罪を明言しながら、その後、倫理委員会に
報告もせず唐突に発言を翻し、それらを履行しないなど、誠実さや公正さを著しく欠い
た言動や行動を繰り返しました。鹿沼市議会を含め、多くの方々に混乱と様々な負担を
強いたことは、市民から負託を受けた宇都宮市議会の信頼を大きく失墜させ、その品位
を著しく損なう行為であったと
断じざるを得ません。
　保坂議員は本会議において、
議長から、倫理委員会の措置の
一つである「謝罪文の読み上げ」
を求められたにも関わらず、席
を立たず拒否。同決議案の採決
に移り、全会一致で可決しました。
　なお、倫理委員会では、議長
の措置として、「議会広報紙によ
る公表」や「議長代理出席の停
止（任期中）」なども決定してい
ます。

 保坂栄次議員に対する議員辞職勧告決議案を全会一致で可決！

各 会 派 の 採 決 結 果
自 由 民 主 党 議 員 会 賛　成19名

公　明　党　議　員　会 賛　成6名

日本共産党宇都宮市議団 【3氏退席】3名

緑　　の　　地　　球 賛　成1名

市　　民　　連　　合 6名賛成【2氏退席】8名

清　風　ク　ラ　ブ 賛　成3名

う つ の み や 維 新 賛　成3名

参政党  政治参加を促す会 賛　成1名
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施設料金を公表 　！！

　ライトライン沿線（電停：平石停留場）に、来年
春に開園予定の市東部総合公園「アークタウン宇
都宮」について、市は施設内に整備するスケート
ボードの国際大会に対応する「スケー
トパーク」と自転車競技用の「ＢＭＸ
パーク」の利用料金を公表しました。

●BMXパーク（愛称募集時） ●スケートパーク（愛称募集時）

●芝生広場（愛称募集時）

●個人使用（1回）
スケートパーク、 ＢＭＸパーク
1,500円一般 1,000円中学生以下

●貸切使用（１時間当たり）

▼スケートパーク ▼ＢＭＸパーク
10,700円 3,200円

＊大会やイベントなど予約受付中！ ＊

全国市議会議長会から
わが会派では4名が 議員１0年表彰を受けました！

左から  山﨑 昌子 議員、 内藤 良弘 議員、黒子 英明 議員、 篠﨑 圭一 議員
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